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278 
３月９日開催 東地申第５０号 

団体交渉を行う！【その１】 

◆繁忙期等、出札窓口をご利用するお客さまが  

増え混雑が予想されるが、その場合の対策を示す 

こと。 

◆混雑対応などで必要であるため、閉鎖する窓口

のマルスを撤去しないこと。 

◆提案の体制で繁忙期など混雑した場合でも対応

が可能と考えている。 

◆混雑時は臨時窓口として発売することを想定  

しており、マルスを撤去する考えはない。 

◆回送電車に対する状態監視は、お客さまの安全

性の確保のために取りやめないこと。 

◆旅客が第４ホームへ入らないよう行ってきたロー

ピングを失念した場合は運転事故としないこと。 

◆第４ホームでの乗務員に対する放送が出来なく 

なることを関係箇所に周知をすること。 

◆状態監視は全ての列車に実施しなければなら  

ないという認識はないが、お客さまの流動で変わる

と考えている。 

◆運転事故とはならない。 

◆関係箇所に必要な周知をしていく。 

◆必要な業務を作業ダイヤに示すこと。 ◆毎日必要な業務は作業ダイヤで指示する。 
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278 
３月９日開催 東地申第５０号 

団体交渉を行う！【その２】 

◆サービスマネージャーについては、これまで通り

の考え方で運用すること。 

◆今後もサービスマネージャーや内勤営業は、急病

人対応やご案内などで必要な業務であることから

縮小しないこと。 

◆お客さま案内に貢献してきていると考えており、

考え方に変わりない。 

◆必要な業務であると認識しており、縮小する考え

はない。 

◆どのような体制で教育を実施していくのか示す

こと。 

◆ホーム業務の習熟について全てを把握出来て  

いない実態であることから、本人の不安が解消する

教育体制とすること。また、社員の習熟度について

判断を適正に行うこと。 

◆助役が社員一人ひとりに不足している業務に  

対し見習いをつけて実施してきている。 

◆現場に伝え、本人の不安が解消する教育体制と 

していく。習熟度についてはコミュニケーションを 

図りながら把握し実施していく。 
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278 
３月９日開催 東地申第５０号 

団体交渉を行う！【その３】 

◆現場からの意見が出されていることから、参考に

して検討をすること。 

◆必要があれば実施していく。 

◆コスト面やゆとりある作業ダイヤとするため、エス

カレーターは人感センサー可動式とすること。 

◆お客さまのご利用が途切れるような場所におい

て設置を検討していく。 

◆湘南ライナー廃止および特急湘南の新設に伴う

お客さまのご意見を明らかにすること。 

◆ホーム上に設置されている指定席券売機の画面

表示から自由席の表示を削除すること。 

◆自由席についてなどお客さまからのご意見は  

把握しており、引き続き注視していく。 

◆6社共通のシステムになっている。必要な対応を

検討していく。 

◆十分な休憩が取れ、次の業務へ向かうということ

が必要であることから、休憩室の拡大をすること。 

◆職場環境改善は重要であり、要望も踏まえた設計

をしていく。 
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278 
３月９日開催 東地申第５０号 

団体交渉を行う！【その４】 

◆平日の通勤快速がなくなることや快速「アクティ

ー」の運行が大幅に縮小されることに対し、今後に

ついて考え方を明らかにすること。 

◆ダイヤはご利用実態を考えて設定をしており、今

後も把握していく。ダイヤ改正はお客さまや社員の

意見が必要であり、その意見を基に実施している。 

◆Ｅ６５７系・Ｅ２５７系の車両に乗車をする際、お客

さまにわかりにくいことから、ご利用しやすくする

ための改善を図ること。 

◆関係箇所に伝え、良い方法を検討する。 

◆折り返し電車のドア閉め作業で、品川駅ではお客

さまを挟んでしまう事象が発生していることから、

対策を検討すること。 

◆ドア閉め作業においてお客さまを挟み受傷され

た場合も含め、会社が責任をもって対策を行うこ

と。 

◆課題であると認識しており、株式会社ＪＲ東日本

環境アクセス社員に車内の確認をする業務を契約

できるか含めて検討をしており、引き続きルールや

実施方法を明確にする。 

◆ドア閉め作業においてお客さまを挟み受傷させ

た場合は必要な対策を行なっていなかったことに

なるため、引き続き社員が責任を負うことがないル

ールを検討していく。 
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